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新型コロナウイルスに対するワクチンの普

及などによって、同感染症による重症化の

リスクは低下しました。一方で、いまだ同

ウイルスに感染する人も多く、倦怠感や頭

痛、息切れなどが持続してしまう罹患後症

状（コロナ後遺症）がしばしば問題となり

ます。 

 抗ヒスタミン薬と呼ばれる薬は、花粉症

や蕁麻疹などのアレルギー性疾患に用いら

れる典型的な治療薬です。花粉症の治療に

おいては鼻にスプレーするタイプ（以下、 

点鼻薬）の抗ヒスタミン薬も市販で購入で

きます。近年では、アゼラスチンという抗

ヒスタミン薬に抗ウイルス作用が期待でき

る可能性も報告されていました。そのような中、新型コロナウイルス感染症の予防に対す

るアゼラスチン点鼻薬の効果を検証した研究論文が、米国医師会の内科専門誌に 2025 年

9 月 2 日付で掲載されました。 

 ドイツで行われたこの研究では、18～65 歳の健常者 450 人が対象となりました。被験

者は、アゼラスチン点鼻薬を 1日 3回、鼻にスプレーする群とプラセボ（偽薬）点鼻薬を

1 日 3回、鼻にスプレーする群にランダムに割り付けられ、新型コロナウイルス感染症の

発症率が比較されています。 

  56 日間にわたる追跡調査の結果、新型コロナウイルス感染症の発症率は、アゼラスチ

ン 点鼻群で 2.2％だった一方、プラセボ点鼻群で 6.7％と、アゼラスチン点鼻群で 69％

低下しました。 

 論文著者らは「アゼラスチン 点鼻薬の使用は、新型コロナウイルス感染症に対する予

防策として有用かもしれない」と考察しています。ただし、アゼラスチンの点鼻薬には、

同ウイルス感染症の予防に対する効能効果はありません。また、ワクチンに勝る効果が証

明されたわけでもありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


